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はじめに

現下の教育改革論義では生涯教育理念の具現化が強調され．様々な構想が政策
論義の俎上にあげられている。日本では臨時教育審議会が「生涯学習体系への移

（１）
行」を提起している。韓国においても教育改革審議会が設置され，教育を全面的
に見直し多くの提言を行っている。その最終報告書の10大教育改革に，「全ての国

（２）
民が学習する社会のために生涯教育体制を確立すること」が盛り込まれている。
今後，牝涯教育政策の展開に伴い，その法的根拠となる関連法規の検討が要請さ
れることは論をまたないであろう。先の改革論議では生涯教育を保障する法的制
度の整備，確立に関する具体的な提言は充分になされているとはいえないのでは
ないだろうか。
周知のように韓国では1980年，各国に先駆けて国の最高法規である憲法に生涯

教育条項を設けている。解放後の韓国教育は法体系からみると、憲法への生涯教
育の明文化を境として大きく二つに画して捉えられる。前期は主に学校教育に関
して規定した教育法（1949年制定）のみを基礎にした「学校教育」の時代であり，
後期は改憲後，社会教育法と幼児教育振興法の制定（ともに1982年）による「生
涯教育」の時代と形容できる。韓国の教育制度研究は、憲法への生涯教育条項の
設定を転換期とする立場から明らかにされなければならないと考える。
本稿は.憲法に生涯教育条項が盛り込まれた経緯を詳しくあとづけるとともに，

憲法の教育条項の意義を検討することを課題としている｡改憲の経緯については，
（３）

憲法改正審識委員会で生涯教育の規定を提案された金昇漢委員の貴重な資料など
があ')、これをもとに考察する。また改憲の理念および教育条項の解釈を中心に
憲法における生涯教育保障の意義を考察する。本稿での憲法に関する検討は，韓
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国における教育法規を「教育を受ける権利」の保障という観点から全体像を描き、
法制化への課題の一端を明らかにするとともに，生涯教育を保障する法的制度の
モデルの提示を試みるための一作業として位置づけられるものである。

l.憲法29条「生涯教育条項」の規定

韓国では解放後制定された憲法は今日までの間に合わせて９次の改正が行われ
ており，その頻繁さに驚かされる。これまでの改憲の多くは主として執権者が政

（４）
権の延長を図ることを目的としていたといわれている。
憲法の生涯教育条項が設定されたのは第８次の改憲時である。まず，改憲の手
続きを整理しよう。朴大統領の逝去後,1980年１月，政府は改憲を大統領発議に
より国民投票で決定するという手順を公表した。国会に憲法改正特別委員会が設
置されるとともに，政府側の独自の改憲案を作成するために，３月に憲法改正審
議委員会を大統領直属下に設置し本格的な改憲の作業に着手した。９月８日まで
に,11回の審議委員会本会議,27回の要綱作成委員会,3回の試案作成委員会が
開催されている。審議会で議決された憲法改正案（前文および10章,131条）は９
月29日、全斗煥大統領の名で政府改憲案として公示され，国民投票に付された後
に1980年12月27日付けで公布施行された(第５共和国憲法、前文と本文10章131条
および付則10条で構成)。
一連の改憲審議において生涯教育の条項はどのような論議をよんだのだろうか。
その具体的な経緯をあとづけてみよう。
(1)「憲法研究班」報告書
政府は憲法改正審議委員会での本格的な作業の開始に先立ち,1月20日から法

（５）
制処内に30名で構成する「憲法研究班」を設置している。研究班は憲法改正案作
成における基礎資料として活用するために，項目別に論議をよぶ可能性があるも
のを整理し，採択される場合に予想される長所短所および補完策を分析すること

（６）
を任務としていた。３月に提出された憲法研究班の最終報告書を検討してみよう。
教育条項に関しては基本権などを研究課題とする第３分科委員会でとりあげられ，
「５．教育を受ける権利」とし論議をよぶであろう事項として，①｢教育自治制」
明文化の是非，②「教員の地位優遇規定」の新設の是非，③義務教育の拡大の３
点をあげている。①については、「特色ある教育自治が実現されえず，画一的な統
制下で教育を行ってきた。実現には教育財政の確保が先決問題」であり，明文化
には慎重な考慮が必要と消極的な論調となっている。また，②については賛否両
論を簡単に紹介するにとどめている。その一方で、③義務教育の拡大に関しては
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各界の意見などを多くの紙幅をさいて論じており，改憲の中心的な検討の対象で
あることを窺わせる。生涯教育の理念と関わって義務教育の延長がどのように論
じられているのだろうか。
報告書は，「経済成長と国力の伸長により，国民の教育をさらに徹底して保障す
るために義務教育の年限を９年（中学校）まで高めなければならないという論議

（７）が活発になっている」と状況分析している。そして，義務教育の延長に関する賛
否を次のように整理している。
「国民の教育を受ける権利をより実効性あるように保障して,全国民の教育水準
を向上させるためには最小限，中学校までは義務教育を実施する必要があり，い
ずれにせよ80年代半までに義務教育を９年まで延長するのであれば，今回の改憲

（８）
でこれを規定するのが正当である」（賛成意見）
「教育施設と財政の不足でまだ一部の国民学校では詰め込み教室,二部制学習を

（９）
免れえない実情の現在では憲法に規定したといっても実効性が疑問視される」（反
対意見」
賛否とも義務教育の延長に関しては一致しており，ただ教育財政の問題から実

効性をめぐって意見が分かれているだけである。前者は教育を受ける権利を掲げ
ているものの，それは学校教育における保障にとどまっている。憲法研究班は最
終的に、「義務教育を延長しようという論議が活発になっており，それが正しいも
のであるかは教育制度と直接に関連があり．教育税制など諸般の対策とともに検
討・決定されなければならない」という検討課題をまとめている。また，各界の
意見として，政党（共和党，新民党）は現行通りを，さらに大韓弁護士協会の改
憲案も「全ての国民はその保護する子どもに法律が定める義務教育を受けさせる

００）
義務を負っており，義務教育の範囲を法律に委任する」とのみ規定している。

一方，国会の憲法改正特別委員会においても，初期にはもっぱら義務教育の延
長に関心を向けており生涯教育の規定に関しては論議の跡がみられない。これは
前述した報告書にもあるように，教育条項に関しては現行どうりで可とする各政
党の意思の反映であり、次の行間からもそれは読み取れよう。
「憲法27条２項の義務教育条項での教育の現実とその重要性に応じて,義務教育
は中等学校まで拡大実施するように規定することが正しいという意見があり，文
教部長官から意見と現状を聴取して真筆な論議をしてきたが・・・（中略）憲法に
明文化されていないといっても国家財政が許容すればいつでも実施することがで
きるのであり，これを明示しないようにし，ただ従来疎かに扱ってきた心身障害

（１１〉
者に対する特殊教育を無償で実施するよう明文化し・・・」（同委員会基本権小
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２ 詔 自 由 研 究

けることができるという職業自由権を憲法の規定で保障して，これを実践するた
めに諸般の社会制度を法律によって確立することができれば・・・生涯教育制度
により職場にあっても随時に自己の能力によって自身を向上させる教育の機会を
もつようになれば，それは個人の幸福のためだけではなく国家全体の教育力を向
上させることになり，限りある教育財政をより有効にして充実した教育運営に集

ｕｅ
中して投資することができると考える」
と述べている，学歴偏重主義による社会の歪みを教育制度のみでなく職業制度

をも視野に入れ，それを生涯教育理念を基礎にして社会諸制度の改革を図るとい
う一歩踏み込んだ狙いがある。
以上のことから明らかなように，憲法改正審議委員会における金委員の提案に

みられる「教育を受ける権利」の論議は生涯教育への権利を制度的に保障しよう
とするものであり，改憲の前提作業と位置づけられた憲法研究班報告書にみられ
る「教育を受ける権利」の論議一学校教育における義務教育の延長の是非に限
定された-とは一線を画すものである。
金委員は審識会第23回要綱作成小委員会(1980.8.1)に「生涯教育条項挿入
に関する提議」を提出して具体的な条文について言及している。まず提案の骨子
として，
i)国会改憲特委案第28条1項を，「すべての国民はその能力に応じて均等に生涯
にわたり教育を受ける権利を有する」にする。
ii)同第５項を６項にして，「教育の基本的目的と学校教育および生涯教育に関す
る制度の運営とその財政，その他教員の地位に関する基本的な事項は法律で定
める」とする。
iii)同28条５項を，「国家は資質がとくに優れている者の英才教育に関して，法律

ｑｎ
が定めるところにより特殊な教育機関を設置できるようにする」とする。
一方，文教部は審議会における生涯教育に関する論議の高まりとともに，「憲法

ｑＯ
改正に反映させなければならない生涯教育理念」と題する公式見解を出している。
それは次のようである。

１．根拠
１）社会および科学技術の変化に適応することができる生涯教育体制の確
立，
２）学校本位の教育から社会教育を包含した生涯教育体制の普遍化
２．必要性
１）急変する産業社会に適応する制度的保障の必要
２）学校教育の制限および過熱課外授業に対する補完策の必要



�����Q�O�H����	Ú
\�”�­�­	Ú�ò�w
M���a���q�™�[������

���£�&�A
R�Õ�S�‘�|�ˆ�À
C�2�t�z� �b�”
��P	'�…�w
ž�A

���£
h	—�å
‡�æ�w
ÿ�C�q�¶�Í�Ž
h	—�å�w
³�‹�w
ž�A

���£
Ê	•� �S�‘�|�Ý
��t�0�b�”�&� �­�­�w
ž�A

���£���½�w�•�*�`�h���½
^
��q���H�
�w�¬�q

���}�g�æ�$
�� 

���
���������å�E�w�â�É�µ�¯�t�S�M�o�–�˜�•�•�Š�h�g�æ�;� 

���£���������å�E���X�w�°
`�­�­�S�‘�|�þ�q�­�­
•�ó�H�t�‘�”
\�”�­�­�g�æ�w


Ó�'�=

���}���•�^�•�”�º�0

�M� 
 �¶ � Í �Ž 
h 	—�å � ­ � ­ � � � 
 
R 
 � � ­ � ­ �¢ �ö �½� | �Ñ �‡ 	 � � ­ � ­ �£

� � � £ 
 Ê 	 • �   � ­ � ­ � � � £ � Ý 
 � � ­ � ­

� � � £ 	 , � ¶ 
 ² � Ç � • � ­ � ­ � � � £ � G 	 : � ­ � ­

���}�é�.�$	Ú���¢�H����	Ú�£

�é�.�$�s	Ú���p�x�|�Ú�•�»�U�®
\�”�­�­�›	!�Z�”�V�b�›���b�”�¯�s�r�q
\�”�­

�­�›	Ú���w���t�t�Ì�Ô�`�o�M�”�w�t�0�`�o�|���­
æ�_�r�p�x�®���Ü�t�q�’�˜�•�”
�—

�\�q�s�X�¯�®�­�­
M�S�x�¶�Í�­�­�t�|�þ�q�­�­�›�A���`�~�~�¯�q�M�O� �p�f�•�›�E

�;�`�o�S�“�|	Ú���w���t�T�’
\�”�­�­�w�g�æ�x	F
ü�t�¡�ˆ	��•�”�‹�w�w�|
²	��t


z�‚�”�q�†�¯�s
¯�q�t�q�r�‡�l�o�M�”�{�`�T�`�|���­
æ�w�_�r�x	ù�^�q�p
\�”�­

�­�g�æ�w�®�Ý�Œ�¯�q�Ì���=�›���“�&�`	��Á�`�o�V�h�Ú�•�»�w
Â�M�›�“�v�A���`�o

�S�“�|�Q�O�w�­�­	Ú�ò�t
\�”�­�­�w�g�æ�›
¶�Ø�$�t
S�é�^�d�”�w�t�G�V�s�—�q�s

�l�h�{

�H�����s�A�Ý�^
R�o�I�J�•�»�q�¢�������������������£�t�S�M�o�|�Q�O�~
Y	ù�^�•�»�q�q�`�o

�w�7	4�Š�U�¬���`�o�M�”�{�f�w��� �x�|�H����	Ú���ò�q���ò�›�Í�w�‘�O�t	.
Y�b�”

�‹�w�p�K�l�h�{

�	�B�
�j�Š���ò�®�­�­
M�S�q�f�w�á�æ�z�R
S�t�|�­�»�w�•�•�t���b�”�,�Š�$�s�Ä

� q � æ� ~ 
 Y

�b�‚�o�w�‰�½�x�ó�—�t� �a�o�É�s�t�­
�­�›	!�Z�”�V�b�›���b�”

�b�‚�o�w���½�x�ó�—�q
ž�A�t� �a�o��
�Ü�t�q�’�˜�•�”�\�q�s�X�É�s�t�­�­�›	!
�Z�”�V�b�›���b�”

�­�­
M�S�x�f�w�á�æ�t���b�”�,�Š�$
�s�Ä�ò�›�O�o�p���Š�”

�­�­
M�S�x�¶�Í�­�­�t�|�þ�q�­�­�›
�A���`�
�f�w�á�æ�t���b�”�,�Š�$�s�Ä�ò

�›�O�o�p���Š�”



� � � � � � �× � � �Z �€

�ò�›�O�o�p���Š�”�¯�›�®�¶�Í�­�­�t�|
\�”�­�­�›���Š�h�­�­
M�S�w�á�æ�t�|

�­�»�w�•�•�t���b�”�,�Š�$�s�Ä�ò�›�O�o�p���Š�”�¯�q�`�o���ò�t�!�Ë�b�”�{

�	�C�
	ý�`�X�H���ò�t�
�®���H�x
\�”�­�­�›	ü�µ�`�s�Z�•�y�s�’�s�M�I�›
à�Ö�b�”�{
�é�6

�	�D�
���Š�^�•�h���ò�¢�ó�=�­�­�t���b�”	Ú�ò�£�x�_	†�b�”

	ù�^�q�w�7	4�Š�x�f�w�é�.�$�s�U�|�x�Í
…�p�b�”�q�`�o�‹�|���­
æ�•�Ú�•�»�w

���Š�›
]�“���œ�i�‹�w�q�x�t�M�É�X�|�†���Š�‘�“�‹�™�@�`�h�‹�w�p�K�”�q�M�O�Ä

�x
q�Š�s�M�{�q�“�˜�Z�®�­�­�›	!�Z�”�V�b�¯�w�-	Ë�t���˜�l�o�z�H�
�ò�t
\�”�­

�­�w�g�æ�›�Ì���=�b�”�t�x�¸�’�s�T�l�h�w�p�K�”�{

�Ú�•�»�x�\�•�t�m�M�o�
�H�7	4�>���›	Z�`�h�H�����s	–�•�»�q�p�w�|�æ�x
‡	×�t�Ó

�Á�`�h���“�>�w�s�T�p
��æ�`�h�h�Š�t�|�7�™�w	`���w�%� �›�è�a�o�6�$�s�%�A�U
�z

�ˆ�’�•�h�¯�q	\�‚�|	Ú���U�%� �Š�q�`�o��	Z�^�•�h�‹�w�p�K�“�°�i�¬�
�w�M�X�‹

�w�p�s�M�\�q�›�A�Ð�`�o�M�”�{�\�w���w	Ä�`�M�&�¢�x
ü�T�’�s�M�{�`�T�`�|	ù�^

�q�w�7	4�Š��	Z�™�t�A�Ý�^
R	–�•�»�q�w�Ý�ï�Ì�”�U�´	Í�p	ù�^�a���›	ü�“�&�”�s

�T�p�|�®�œ�­�­	Ú�ò	ù�^�w�Ì�x�|�†�r���Š�Å�–�O�q�`�o�M�h�Ì�8�t�Ú	¢�ý�•�»�U
\

�”�­�­�ð�J�›�‡�h�‹�j	Z�`�o�V�h�{�®�°�Ä
Æ�6�g�I�w�j���T�’�6�æ�b�”�\�q�x�p�V

�s�M�q�M�O�•�»�‹�M�h�U�}�f�O�p�x�s�M�q�M�O�™�_�U	Z�o�}�æ�^�w�¤�t�A�Á�x�Ú
�G�z

�•�»�w	��Á�U���*�^�•�h�¯�q	\�‚�o�S�“�|�•�»�q�t�S�M�o
\�”�­�­�w�Ì���=�›�Š

�Y�“�™�_�w
ì�§�U�K�l�h�\�q�|�‡�h�°�S�x	«�Q�‘�O�q�`�o�M�h
\�”�­�­	Ú�ò�U�7

�™�w���Š�Å�“�w�ˆ�Š�p�>�R�^�•�h�\�q�U�˜�T�”�{

�Ž	Í�w�‘�O�t���§�D���w�a���›�K�q�n�Z�”�q�|�­�­	Ú�ò�›�Š�Y�”�~�Q�æ�^�x�p

	s�x�¶�Í�­�­�w
c�“�i�Z�p�K�l�h�‹�w�U�|
\�”�­�­�w���t�w�Ì���=�t���`�o�·�(

�Â
‚�›�&�s�U�’�‹�|�Ú�•�»�t�‘�”�®�Q�O�•
\�”�­�­�g�æ�›
S�é�^�d�”�¯�q�M�O�°

���`�h�Ÿ
N�t�§�Q�’�•�|�Ì���=�U�î�q�`�h�q�M�O�&�¢�U�Ì�’�T�t�s�”�{�•�»�q�t

�S�Z�”
\�”�­�­�w�Ì���=�›�Š�Y�l�o�r�w�‘�O�s�™�_�w
ì�§�U�K�l�h�w�T�{�‡�h�Ú

�•�»�U
Æ�¬�
�p�K�”�q�b�”�q�\�–�x�?�s�w�T�{�Í
…�p�w	Ú���w�é�.�$�s�U�|�w�s

�T�p�Ì�’�T�t�̂ �•�”�{

���}����	Ú�®
\�”�­�­	Ú�ò�̄ �w�™�[

� 	 � � � 
 �®
 \ � ” � ­ � ­ 	Ú�ò�¯ �w�™�[

�q�æ�Q�O�‡�p�w���Í�t�t�•�~�Q�w�a���t�S�M�o�|�­�­	Ú�ò�t���`�o�x
¯���t�Ô
�y�“

�`�h�‘�O�s	.
Y�›�&�o�M�”�{�H����	Ú�x�H���Í�~�Q�Ž�™�z�®�­�­�›	!�Z�”�V�b�I�S�‘

�|�­�­�w�[�¿�|�[�¿�­�­�w�Á	ˆ�|�­�­�w�×	�
Q�~
•�ó
Q�q
S�Ï�$�¤�q
Q�w�-	ˆ�}


\�”�­�­�w	ü�µ�|�­�­
M�S�s�r�w�O�o	��[�›�F���b�”�‹�w�q�s�l�h�{�Ž�<�|����	Ú



�����Q�O�H����	Ú
\�”�­�­	Ú�ò�w
M���a���q�™�[�í��


¯�������Q�O�t�S�Z�”�­�­	Ú�ò�w�!
­

�­�­	Ú�ò�w�‹�m�™�¯�›�Û�¯�b�”�\�q�t�‘�“�|�Q�O�•�w
\�”�­�­�w�F���U�r�w�‘�O

�s�™�[�›�‹�m�w�T
T�g�~�U�|�`�o�ˆ�‘�O�{

���������å�w�H���Í�~�Q�p	.
Y�U�C�Q�’�•�h
æ
ü�x�|�°�_�`�o�Ì�’�T�s�‘�O�t
\�”�­

�­�t���b�”�H���ò�w���H�w�[�¿�F���S�‘�|���ò�w�O�o�Ä�ò�F���p�K�”�{


\�”�­�­�U���w�7�ô�O�F�p�K�”�Q�O�t�F���^�•�h�™�[�t�m�M�o�|�‡�c���|���ò

�›�‹�q�t�U�|�`�o�ˆ�‘�O�{	ù�^�q�t�S�M�o
\�”�­�­�w�Ì���=�›
*�`
��Š�h�Ú	¢�ý

�•�»�x�f�w�™�[�t���`�o�|�®�œ�œ�ù�˜�d�o�����È�t�b�W�s�M�F���p�x�K�”�Z�•�r�‹�|

�f�•�U�f�‘�w���½
\�Æ�q�­�­
M�S
¶
`�t�t�…�b�è�¹�x�î�t
��G�s�‹�w�U�K�”�i�–

�O�{�°�_�`�o�Ì�’�T�s�‘�O�t�\�w�Q�O	Ú�ò�t�‘�“�|�f�‘���½�x
\�”�t�˜�h�“�'��

�$�t�­�­�›	!�Z�”�;�q�›	ý�`�M�,�Š�V�w�{�q�m�q�`�o�-	Ë�^�•�”�\�q�t�s�l�h�w

�q�æ�­�­
M�S
¶�.�U�°�q�t
\�”�­�­�w�g�æ�p�K�”�{�^�’�t�\�w�Q�O	Ú�ò�t�‘�“�|

�q�j�g�t�,�n�M�o���Š�$�t�n	ý�^�•�s�Z�•�y�s�’�s�X�s�l�h�w�p�K�”�¯�	�<
¢�¾�;

	��£�q	\�‚�o�M�”�{
\�”�­�­�›�,�Š�$
��V�w	ý�h�s�V�b�q�`�o�Ý�Œ�b�”�\�q�|
\

�”�­�­�g�æ�›�­�­
M�S�w�,���t
>�Q�h�­�­
M�S�w���Š�$�s�_�Ú�`�›
-�”�—�q�M

�O�™�[�›�_	Z�f�O�q�̀ �o�M�”�{
�°�M�|�®�Q�O�Z�€
]�¯�H��
ü�J�q�t�S�M�o�®
\���V�$�,�Š�V�¯�›�r�p�`�h�Q�O�¶

	��w�p	Ð�c	��Ú�Z�€�»�x�|�®�œ�œ�›�t���H�w
\�”�­�­�[�¿�›	ý
ƒ�`�h�g���x�|
H�„


M���Q�O����	Ú
���������å���D

�b�‚�o�w���½�x�É�s�t�­�­�›	!�Z�”�V�b�T�K�”�G	—�s�X�q�‹	s�s
�­�­�x�[�¿�$�p�K�“�Á	ˆ�q�b�”�G�b�‚�o�w�­�­�;���x���H�w���œ
�›	!�Z�|�­�­
M�S�x�O�o�t�‘�l�o���Š�”

�H���Í�~�Q
�¡	ý�Q�O����	Ú
���������å�����D

�ƒ�b�‚�o�w���½�x�ó�—�t� �a�o�É�s�t�­�­�›	!�Z�”�V�b�›���b�”
�„�b�‚�o�w���½�x�f�w�-�¢	��x� 	•�t	—�s�X�q�‹	s�s�­�­�q�O�o

�U���Š�”�­�­�›	!�Z�^�d�”�[�¿�›
Û�O

�…�[�¿�­�­�x�Á	̂ �q�b�”
�†�­�­�w�×	�
Q�q
S�Ï�$�¤�q
Q�x�-	Ë�̂ �•�s�Z�•�y�s�’�s�M
�‡�­�­
M�S�q�f�w�á�æ�t���b�”�,�Š�$�s�Ä�ò�x�O�o�p���Š�”

�H���Í�~�Q
�H���ž�è���Q

�O����	Ú
���������å�����D

�ƒ�b�‚�o�w���½�x�ó�—�t� �a�o�É�s�t�­�­�›	!�Z�”�V�b�›���b�”
�„�b�‚�o�w���½�x�f�w�-�¢	��x� 	•�t	—�s�X�q�‹	s�s�­�­�q�O�o

�U���Š�”�­�­�›	!�Z�^�d�”�[�¿�›
Û�O

�…�[�¿�­�­�x�Á	ˆ�q�b�”
�†�­�­�w�×	�
Q�K
•�ó
Q�S�‘�|
S�Ï�$�¤�q
Q�x�-	Ë�̂ �•�s�Z�•�y

�s�’�s�M�	�����£

�‡���H�x
\�”�­�­�›	ü�µ�̀ �s�Z�•�y�s�’�s�M
�̂ �¶�Í�­�­�S�‘�|
\�”�­�­�›�~�X�Š�h�­�­
M�S�q�f�w�á�æ�
�­�­

�R
S�S�‘�|�­�»�w�•�•�t���b�”�,�Š�$�s�Ä�ò�x�O�o�p���Š�”



� � � � � � � × � � �Z �€

�$�t
Y�F�w�¶�Í�­�­�q���æ�`�o�|�K�”�M�x�f�w
²�™�t�T�Z�o
R
��­�­�K�þ�q�­�­�~

	ì�À�­�­�s�r���7�s���6�w�­�­�›
\�”�t�˜�h�“�î�ª�`�o�M�”
<
N�t�ù�˜�d�|	Í�w

�‘�O�s�F���›
ƒ�Z�”�‘�O�t�s�l�h�w�p�K�”�{�`�T�`�|�¶	��q�`�o�x�\�w�‘�O�s	Ú
�)��

�ò�›�Q�O�t�F���`�s�M�p�­�­�O�t�é�.�$�t�F���`�î�ª�`�o�‹�?�’�§	Ë�U�s�M�‹�w
�z

�p�K�“�z�f�w
R

�x�h�i
S�f�p�Á	��w�—�”�q
c�î�^�M�T�œ�t�T�T�l�o�M�”�‹�w�¯

�¢�<
¢�¾�;	��£�q�`�|�Q�O	Ú���•�w
\�”�­�­�w�F���t	«�Ã�$�p�K�“�|�f�w�™�[�›


u�Ã�$�t�x�{�Š�s�M�q�M�O�q	Ô�›�q�l�o�M�”�{�p�•�»�w�_�r�p�x
\�”�­�­�›�î�M

�Ø�t�S�Z�”�¶�Í�Ž�­�­	~�Æ�ˆ�w
ï	¶�q�`�o�w�ˆ�g�r�^�•�o�S�“
\�”�˜�h�“�­�­�›

	!�Z�”�V�b�›�-	Ë�b�”�—�q�M�O
\�”�­�­�g�æ�w�g�r�U	F
ü�t�s�^�•�o�M�”�q�x

�M�Q�s�M�{

�\�w�‘�O�s�g�r�U�H���ò�®�¶�Í�­�­�S�‘�|
\�”�­�­�›�A���`�h�­�­
M�S�q�f�w

�á�æ�œ�œ�¯�w	Ú���›�‹�h�’�`�h�w�p�K�”�{���ò�w
¯�q�t�m�M�o�x�~�Q�Š�U�Ô�^

�•�h�p	s�T�’�|�®
\�”�­�­�›�¶�Í�­�­�›�A���`�h�“�æ�q�`�o�ˆ�s�M�p�
�¶�Í�­�­�q

���»�$�t�‰�s�s�“�æ�q�`�o�ˆ�”�\�q�x���Ô�w
\�”�­�­�w�“�æ�p�ˆ�”�Ì�t�Ì�’�T�t
�z

���§�l�o�M�”�‘�O�i�{���j
\�”�­�­�›�þ�q�­�­�q�‰�a�™�¯�p�F���`�o�M�”�¯�q�M

�O�¦� �U���“�&�^�•�o�M�”�{�‹�`���|���ò�l
\�”�­�­�z�q�M�O���t�U�f�w�‘�O�s

�™�¯�p�;�M�’�•�o�M�”�s�’�y�|�Ì�’�T�t����	Ú�w�­�­	Ú�ò�w�™�¯�x�G�V�X�!�˜�l�o

�X�”�{

�Q�O	ù�^�•�»�q�w�Ú�•�»�x���ò�t���`�o�J�H�¶�Í�­�­�q
\�”�­�­�›�‰�¨�w�“�æ�q

�`�o�M�^�^�T�h�®�^�d�”
É�•�›�’�`�o�`�‡�l�h�{
\�”�­�­�“�æ�U
¶�o�w�­�­�Ó�é

�¬�å�Ü�›
ï�Å�b�”	Í�•�w	��“�æ�p�K�“�|�f�w�º�A�q�`�o�w�¶�Í�­�­�|�þ�q�­�­�s

�r�w�¨�“�æ�q�M�O�Ä�î�›�ß�€�b�”�Ì�|�H���ž�è���Q�O�H����	Ú�w
\�”�­�­	Ú�ò�t�q

�m�`�h�­�­�����O�©�w�6���q�w�^�À�t�S�M�o�x�›�t�\�w�“�æ�$�s�à
ü�t�0�b�”�ß
�z��

�€�U�=�X�`�o�x�s�’�s�M�¯�q�|	Ú���U
\�”�­�­�w���[�w	Í�T�’
Æ�ì
¶�s�‹�w�p�K

�”�q�¦� �`�o�M�”�{
²
…�p�ˆ�h�è�“�|�‹�q�‘�“	ù�^�q�w�~�Q�^�À�w�a���t�S�M�o

�x���­
æ�Š�•�Ú�•�»�w	��«
†�Ì�t�Ì�’�T�s�‘�O�t
\�”�­�­�w�g�æ�x	F
ü�t�¬�Ý�^

�•�o�M�h�{�t�‹�Æ�˜�’�c�\�w�‘�O�s	Ú���t�X�j�£�M�h�w�x�|
\�”�­�­�w�Ì���=�t

	«�Ã�$�p�q�æ�è�“�p�D�q�b�”�•�»�q�w�G
N�t�0�b�”�|�	�Ú�•�»�U�M�O�q�\�–�w�
���°

	��w�%� �Š�z�q�ß�Q�’�•�”�{


²
…�p�ˆ�h�‘�O�t�|	ù�^�q�~�A�Ý�^
R���I�•�»�q�s�r�w	ù�^�a���p
\�”�­�­�w�F

���Š�Y�“�™�_�w
ì�§�U�Ý�Š�’�•�h�{�f�•�x
\�”�­�­�w�g�æ�t�,�n�M�h	ý�h�s�V�b

�›�­�­	Ú�ò�t
]�“���‹�O�q�b�”�q	Ô�q�|
\�”�­�­�w�g�æ�›
u�Ã�$�t�x�Ý�Š�c�­�­

�O�è�Õ�ç�w�0� �p	G
ü�p�K�”�q�M�O�†	��w�_�r�w
ì�§�p�K�l�h�\�q�U�˜�T�”�{�m

�‡�“�|
\�”�­�­�g�æ�›	ý�h�s�V�b�q�`�o
°�A�b�”�T
q�T�q�M�O���Š�$�s
ì�§�p�K



�����Q�O�H����	Ú
\�”�­�­	Ú�ò�w
M���a���q�™�[������

�”�{�f�•�›�U	Â�b�”�h�Š�t�x�|�?�‘�“�‹�H���Í�~�Q�w�g�æ�$�s
�� �›�s�’�v�y�s

�’�s�M�{

�¢���£�,�Š�$
��V�w�¦�G�q�-	Ë

�H���Í�~�Q�w	O�:�w�{�q�m�x���½�w�,�Š�$
��V�w�¦�G�q�-	Ë�t�K�l�h�q
°�A�^

�•�”�{	H
²�w�Q�O�¢�•
S�V�<�w�M�˜�•�”�¡	ý�Q�O�£�p�x�|�®�H�†��
Q�¯�q�®�ó�p
Q�¯

�t�f�w
z	O�›�”�V�|�®�½	�
Q�I�›�X
[�t�b�”���²�U�K�“�|�f�•�t�‘�l�o
M�v�^�•�o

�M�h
M�ÿ�›�
�D�ó�s�v�“�q�î�$�s�v�„
¢�‡�p���è�`�‘�O�q�b�”�Ì�E�$�A
e�t	H�M�|
�z

�,�Š�$
��V�w�¦�G�q�-	Ë�›�§�=�`�‘�O�q�`�h�¯�q�M�˜�•�”�{�f�•�x�®���½�w�V�b

�q�[�¿�̄ �¢��	·�£�t�S�Z�”�Í�w�:�t�m�M�o�Ý�Š�’�•�”�{

�‡�c�,�Š�$�w
Æ�D	õ�›�§�Ð�`�h�\�q�p�K�”�{�®
¶�o�w���½�x�|
����q�`�o�w���k

�q�A�‹�›���`�|�¾
ñ�›�å�{�b�”�V�b�›���b�”�{���H�x�|�x
��U���b�”
Æ�D	õ�w�,

�Š�$
��V�›�¬�Ý�`�|�\�•�›�-	Ë�b�”�[�¿�U�K�”�¯�¢��	Ú�
�q�M�O	Ú���›	ý�h�t
ƒ�Z

�o�|���½�w�,�Š�V�U�1
Ü
��V�$�s
Q�¨�›�‹�m�×
µ�V�p�K�”�\�q�›�§�Ð�`�o�M�”�{

�Í�t�\�•�q���È�`�o�,�Š�V�w�Š�í�$�º�0�w
Æ�D	õ�›�Ì�G�`�h�\�q�p�K�”�{�Q�O

�x	ý�h�t�|�®���½�w
¶�o�w�×���t�|�V�b�x�|���H�†
¶�-	Ë�|�Ÿ	‚�¡�Ë�¢�x�¬�ž�w
ñ

�b�w�h�Š�t
ž�A�s	Ô�ù�t�v�“�|�O�o�p�‹�l�o
M�v�b�”�\�q�U�p�V�”�U�|
M�v�b�”

	Ô�ù�t�‹�|�×���t�|�V�b�w�Š�í�$�s�”�º�0�›	õ�•�b�”�\�q�x�p�V�s�M�I�	����	Ú���ò�£

�q�F���̀ �o�M�”�{

	H�R�w�¡	ý�Q�O�p�x�
�®�,�Š�V�›�î���V�q�`�o�‡�”�p�Q�O�q�O�o�t�‘�l�o
Ç�)�^
�z

�•�”�‹�w�w�‘�O�t�¯�F���`�o�M�h�{�~�Q�t�‘�”�,�Š�V
Æ�D	õ�w�F���x�¤	Ú���w�x

���$�s�y�-	Ú�ò�›
��`�o�×
µ�V
Q�›�¬�Ý�b�”�q�M�O�™
$�U�K�l�h�{��	Ú�®
����w

���k�q�A�‹�q�¾
ñ�›�å�{�b�”�V�b�}�}�œ�K�̄ �¢�¾
ñ�å�{�V�£�x�|�®�A�Å�$�s�‹�w�q�̀ �o


¶�o�w�,�Š�V�w���o�t�s�”�‹�w�p�K�“�|�\�\�T�’���s�V�|�×���V�|
\���V
e�{
���
�£

�V�€
S�V�U�é�.�=�~�x���=�^�•�”�‹�w�q�•�”�n�Z�’�•�”�¯�q�r	
�^�•�o�M�”�{

�^�’�t�
	ý�h�s�,�Š�V�U���X�F���^�•�h�\�q�p�K�”�G�H�þ�q
ñ�±
ÿ
��w�R�—�[�¿�¯

�¢����	Ú���ò�
�|�®���¥�-
¶�w���H�$�[�¿�̄ �¢����	Ú�
�s�r�p�K�”�{�­�­	Ú�ò�t���̀ �o�‹

�Š�Ø�w	��J�t���˜�”�®
\�”�­�­�w	ü�µ�[�¿�¯�¢����	Ú���ò�£�U�\�•�t�K�h�“�|���¥�V

�s�r�q�q�‹�t
\���V�$�,�Š�V�w�{�q�m�q�`�o�
�Q�’�•�o�M�”�{�‡�h�|�&
Y�Þ�Ú�w

�-	Ë�	����	Ú�
�ò�
�
�	�����w�¨���S�‘�|���H�­�Ñ	��•�w��
Œ�$�s	,�Ñ�;�q�w���™�	�‰

���ò�£�s�r�›	ý
ƒ�`�o�þ�q
ñ�±�²	Í�w�h�Š�w
S�f�w�M�²�›���Ô�`�o�M�”�{�\�•�’

�w�F���x���½�w�,�Š�V�›	ó�Õ�b�”�q�q�‹�t�z�f�•�›�-	Ë�b�”���H�w�[�¿�›�§�=�b

�”�‹�w�p�K�”�{

�Q�O
²���t�S�Z�”�|�®
S�Ï�~�&�A�~�þ�q�~���=�w�b�‚�o�w�–�¬�t�S�M�o�¤
��w�;

�q�›�É�s�t�`�o�|�ó�—�›�7�ô�S�t
C�4�p�V�”�‘�O�t�`�|�×���q�V�b�t�‘�l�o
y�Ú



２４４自由研究

と義務を完遂するようにし，内には国民生活の均等な向上を期する………我々と
我々の子孫の安全と自由と幸福を永遠に尊重すること」という宣言は、前述した
ような基本権の尊重と福祉の向上を憲法の基本原理のひとつとして誼っているも
のと理解されよう。
２９条の生涯教育条項の規定は，以上のような基本的人権保障の拡大という改憲

の理念を背景に，幸福追求権を基礎にした生存権のひとつとして導きだされたも
のであるということを確認しなければならないだろう。
“生涯教育権”が基本的人権の新たな権利として認められたことにより，第２９

条の各教育条項は生涯教育理念をもとに読み返されなければならない。何よりも
「国民の教育を受ける権利｣を規定している１項は大きな意味をもつ。「人間らし
い生活をするため」（32条）の必須条件であり，「人間としての価値をもち，幸福
を追求する」（９条幸福追求権）ための教育を受ける権利を保障したものである。
その範囲は生涯教育の理念により学校教育だけでなく家庭教育，社会教育などを
網羅した幅広い教育を意味する。また，その享有者は子どもだけでなく，大学生
も市民も国民すべてに及ぶ。
まさに「憲法に生涯教育を規定した以上はその年齢・期間に制限をおく必要は
８２

ない」と明快に言い切ってよいのである。ゆえに第１項は金委貝が審議会で提案
した､「すべての国民はその能力に応じて均等に生涯にわたり教育を受ける権利を
有する」という条文と同趣旨と理解されるべきであろう。
第１項の生涯にわたる「教育を受ける権利」を具体的に実現するために，教育
を受けさせる義務，義務教育の保障，教育の自主性・専門性と政治的中立性，国
家の生涯教育振興の義務，教育制度および教育財政・教員の地位の法律主義など
２項以下の各条項が規定されている。積年の課題である義務教育の延長も１項の
理念からすれば当然果たされねばならならないし，それに止まることなく生涯教
育の理念から学校教育の見直しを図らねばならないだろう。国家の生涯教育振興
の義務（５項）はその整備・拡充を促していることは勿論だが，学校教育を重視
してきた従来の教育行財政に対して“均衡性”を求めたものとも理解される。こ
の時期には未だ社会教育法や幼児教育振興法は制定されておらず，学校教育以外
の社会教育をはじめとする教育諸活動は確固とした法的根拠をもち得ずにいた。
新憲法29条の生涯教育条項に誰よりも期待をよせたのは，法制的“認知”を求め
る社会教育関係者であったかもしれない。また，教育制度を法律事項とする規定
（６項）は生涯教育制度を確立するための法的整備を促すものであり．社会教育
法・幼児教育振興法の制定（1982年）はここから導きだされたのである。
政府改憲案が示された時，生涯教育の条文は教育関係者をはじめ一般の市民に
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